
様式第二号の八 (第八条の四の五関係 )
(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和 7 年 6 月 30 日

新 潟 県 知 事 殿

提出者

住所 新潟県燕市杉りF127番地 1

氏名 株式会社 繁原設備工業
代表取締役 繁原 貴雄

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号 0256-63-9135

廃 棄 物 の 処 理 及 び清 掃 に 関す る法 律 第 12条 第 9項 の 規 定 に基 づ き、産 業 廃 棄 物 の減 量 そ の他
そ の 処 理 に 関 す る計 画 を 作 成 した の で 、 提 出 しま す 。

事 業 場 の 名 称 株式会社 繁原設備工業

事業場の所 在 地 新潟県燕市杉柳127番地 1

計 画 期 間 令和 7 年 4 月 1 日 から 令和 8 年 3 月 31 日 まで

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事業の種類 工事業

②事業の規模 55,000万 円

③ 従 業 員 数 19人

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

・アスファルト・コンクリート破片 処理業者へ委託→原料として再資源化

・コンクリート破片 処理業者へ委託→原料として再資源化

・石綿含有産業廃棄物→処理業者へ委託

・金属くず 処理業者へ委託→原料として再資源化

。がラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・紙くず → 処理業者へ委託

・木くず 処理業者へ委託→原料として再資源化

・廃ダラスチック類→処理業者へ委託

・建設混合廃棄物→処理業者へ委託

・石膏ボー ド→処理業者へ委託

・汚泥 (泥状のもの)処 理業者へ委託→原料として再資源化

(日 本産業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出のオ〕口制に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

ス 属 く カ ラスく
産業廃棄物の種類 チ ック さ

卜くず及びⅢ旬磁器
棄物

り信   出 2.67 9,81    t 1.38    t 4 00    1 6.68    t 4.81 1,339.05 10,89   t

産業廃棄物
石

業廃棄物

りF   出 0.60

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

【目標】
②
計
画

ラ ス
産業廃棄物の チ ック さ

卜くず及び陶磁器
棄物

くず

つF   出 2 00 8.00    t 1,00    t 4.00    t 6.00    t 4.00 960.00 10.00    t

産業廃棄物の
業廃棄物

排   出   量 0,00

(今後実施する予定の計画 )

・効率よく工事を進め工期を短縮し、工事全体の産業廃棄物を抑制する
。施エミスなどによる無用な工事を行わないようにし、廃棄物の排出を抑制する

産業廃棄物の分別に関する事項

(分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )
①
現
状

各現場にて排出された廃棄物の分別を行い、適正な処理業者へ搬出する

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )
②
計
画

各現場にて排出された廃棄物の分別を行い、適正な処理業者へ搬出する



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

産業廃棄物の
ラス く

チ ック さ
リートくず陶磁器

棄物
自ら再生利用を行っ

産 業 廃 棄 物 の

産業廃棄物の種類
業廃棄物

自ら再生利用を行った

業 廃 棄 物 の

までに した取組 )

【目標】
②
計
画

産業廃棄物
ス カ

チック さ

一

リトくず陶磁器

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 物 の

産業廃棄物の
産

業廃棄物
自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の

る の

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状
産業廃棄物の種類

ラス

ク
くず

―卜くず陶磁器チ ッ さ
性 _ 棄物

自ら熱回収を行つ

産 業 廃 棄 物 の

自 ら 中 問 処 理 に よ り
l肘(重 し に 庄 来 廃 司と物

産業廃棄物の種類
業廃棄物

自ら熱 回収 を行 つた

産 業 廃 乗 物 の

自 ら中間処理に よ り
し /_産 美 l尭 薬 7フア,の

これまでに実施 した

【目標】
②
計
画

産業廃棄物の
ス く がれき類

チック さ
リトくず陶磁器

棄物《

―
回 9

産 業廃 棄 物 の

自 ら中間処理 に よ り
倣 重 す 0産 業 廃 栄 Tノ刀

産業廃棄物の種類
業廃棄物

ら 回収 を行 う

業 廃 葉 物 の 量
自 ら中間処理 によ り
重 丁 0産 業 ′発 栄 物 の

る予 の計画 )



(第 4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

〔前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状
産業廃棄物

チ ッ

ラス

ク さ
)卜 くず及び陶

棄 物種こ2監ぐず

洋投入 を行つ
の

産業廃棄物
業廃棄物

洋投入処分を行っ
の

(これまでに実施 した取組 )

【目標】
②
計
画

産業廃棄物
ス ス

チ ック さ
)卜 くず及び陶

棄物
処 分

磁 器 (ず

海 洋投入処分を行 う
の

産業廃棄物の種類
業廃棄物

海 洋投入処分を行 う
産 の

する予定の計画 )

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

産業廃棄物の種類
ス

チ ック

2 67

さ
リトくず及び陶

棄物

全処理委託量 9 81    t 1.38    t 4 00    t 6 68    t

磁 災 (す __

4.81 1.339 05 10.89

認

.へ の処理委託

1再 生 利 用
2 67    t 9,81    t 1.38    t 4,00    t 6 68    t 4.81 1,339.05 10.89   t

処 理 委 託σ)

|へ の処理委託

回収を行う

産業廃棄物の種類
業廃棄物

全処理委託量 0.60

|へ の処理委託

0 60    t

以外の熱回収を行う

しで 1こ



(第 5面 )

②
計
画

【目標】

産業廃棄物の種類
廃プラス

チック
紙 くず 木 くず 動植物性残

さ

金属 くず カ ラスくコド・コンタリー

トくず陶磁器くず
がれ き類 建設混合廃

棄物

全処理委託量 2.00 8.00    t 1.00  t 4,00 6,00 4.00    t 960100 10と 00   t

2.00    t 3.00    t 1.00    t 4,00 6.00    t 4.00    t 960.00   t 10.00

産業廃棄物の種類
石綿含有産
業廃乗物

全処理委託量 0.00    t

0.00    t

(今後実施する予定の取組 )

再生利用が可能な廃棄物については、再生利用業者への処理の委託を検討していく。

※事務処理欄



暢町 紙 )

第    面 について


